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平成30年度   観光地経営講座
多様化する宿泊事業に対応する観光地経営
講義1	 観光地経営の要諦となる8つの視点
	 （公益財団法人日本交通公社 上席客員研究員　梅川 智也）
講義2	 多様化する宿泊事業と地域との関係
	 （公益財団法人日本交通公社 観光政策研究部長　山田 雄一）
講義3	 宿泊事業投資の国際的な潮流
	 （ジョーンズ ラング ラサール株式会社 取締役執行役員 ホテルズ & ホスピタリティ事業部長　沢柳 知彦 氏）
講義4	 地域外からの投資による宿泊事業の展開
	 （株式会社星野リゾート 取締役 海外運営統括　佐藤 大介 氏）
講義5	 コンドミニアム事業の展開
	 （ジャパン プレミアム インターナショナル株式会社 代表取締役社長　大久保 実 氏）
講義6	 観光地域づくりの延長としての新たな宿泊事業の展開 ～民泊への取り組みを含めて
	 （合資会社野上旅館 代表社員　野上 泰生 氏）
総 括	 地域はこれから宿泊事業とどのように付き合うか
	 （公益財団法人日本交通公社 観光政策研究部長　山田 雄一）

2020年度   観光地経営講座
観光地マネジメントとしての危機管理
～新型コロナウイルスへの対応とポストコロナにおける観光地のあり方を考える～
講義1	 Beyond Recovery：ハワイ再開にむけて　ハワイの経済再開と再生戦略
	 （Hawaii Tourism Authority 理事　木村 恭子 氏）
講義2	 沖縄県の危機管理対策と新型コロナウイルス対応
	 （一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー 会長　下地 芳郎 氏）
講義3	 自然災害を乗り越えてきた由布院の経験とチャレンジ
	 （一般社団法人由布市まちづくり観光局 事務局次長　生野 敬嗣 氏）
講義4	 新型コロナウイルスによって変化する観光地と観光地マネジメント
	 （公益財団法人日本交通公社 観光政策研究部長　山田 雄一）
講義5	 ポストコロナを見据えた観光地イノベーションの方向性 ～デジタルトランスフォーメーションの観点から
	 （公益財団法人日本交通公社 観光政策研究部 上席主任研究員　相澤 美穂子）
グループワーク　安全・安心な観光地づくりを実現するリスクマネジメントとポストコロナの観光地のあり方を考える
	 （ファシリテーター：公益財団法人日本交通公社 観光政策研究部長　山田 雄一）
	 （公益財団法人日本交通公社 観光政策研究部 主任研究員　福永 香織）

2019年度   観光地経営講座
自立的な観光地経営に向けた課題に応じた財源確保
講義1	 観光地経営の要諦となる９つの視点
	 （公益財団法人日本交通公社 上席客員研究員　梅川 智也）
講義2	 DMOの強化と財源確保による阿寒湖温泉の挑戦
	 （公益財団法人日本交通公社 観光経済研究部 上席主任研究員　中野 文彦）
講義3	 今後の観光政策と観光財政のあり方（１日目総括）
	 （公益財団法人日本交通公社 観光政策研究部長　山田 雄一）
講義4	 倶知安町における宿泊税の導入とビジョン
	 （倶知安町総合政策課長　柳澤 利宏 氏）
講義5	 まちの付加価値を高める商業施設の開発 ～北谷町デポアイランドのエリアマネジメントの取り組み～
	 （デポアイランド通り会 会長　奥原 悟 氏）
講義6	 ソーシャルビジネスの展開による中心市街地活性化 ～“まちの縁側”を目指すフラノマルシェの取り組み～
	 （ふらのまちづくり株式会社 代表取締役社長　西本 伸顕 氏）
グループワーク＋総括 ～地域の課題と対応策を考える～
	 （ふらのまちづくり株式会社 代表取締役社長　西本 伸顕 氏）
	 （総括：公益財団法人日本交通公社 観光政策研究部長　山田 雄一）
	 （ファシリテーター：公益財団法人日本交通公社 観光政策研究部 主任研究員　福永 香織）
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観光地の“強さ”とは何か？
～経験価値に立脚する原点回帰の観光地経営～
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